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居場所をテーマに話し合いました

中学校生徒会サミット2026



ハイライト

主な議案

一般質問　17名

�◀P11� 森　すなお

�◀P12� 藤川みゆき

�◀P12� 永田　誠治

� 松井けい子 �◀P13

�◀P14

� 小林　義典

�◀P14

� 上野　顕介

�◀P15

� 澤田　　厚

�◀P15

� 奥村　幹郎

�◀P16

� そえだ悦子

� 堀田　繁樹

�◀P16� 東良　一成

�◀P17� 東森　徹平

�◀P17� 寺元　正幸

�◀P18� 田中雄二郎

�◀P18� 松原　栄樹

�◀P19� 曽我部一帆

�◀P19� 坂田　政富

議案第58号　
令和８年度湖南市一般会計補正予算（第３号）

【歳出予算の主な補正内容】
・庁舎維持管理経費� 7,239万5千円
・庁舎整備事業� 1,248万7千円
・地域力創造アドバイザー事業� 121万円
・市民憩い文化ゾーンまちづくり構想策定事業
� 640万円
・十二坊温泉ゆらら管理費� 678万7千円
・財政調整基金積立� 2億3,400万円　など

【主な債務負担行為】
・事　項　庁舎整備事業
・期　間　令和８年度から令和12年度まで
・限度額　133億2,490万円

議案第66号　
令和７年度湖南市一般会計歳入歳出決算の�
認定について
・歳入総額　25,853,500,186円
・歳出総額　25,317,521,564円
・歳入歳出差引　535,978,622円を翌年度へ繰越

9月定例会　今月号のポイント

委員会付託議案
（Ｐ７～Ｐ11）
計28件

補正予算・決算
条例改定など

一般質問
（Ｐ11～Ｐ19）

１７名
さまざまなテーマで
市政を問いました

令和７年度
決算の概要
（Ｐ６）

会計別決算額の一
覧表を掲載しました。

�◀P13
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９月議会定例会議決結果

「
身
近
な
議
会
」
に
！

こ
の
夏
は
、
全
国
で
災
害
が
続

き
ま
し
た
。
熊
本
地
震
の
復
旧
が

続
く
中
、
千
葉
県
で
は
記
録
的
な

降
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
石
川
県
で
も
豪
雨
に

よ
る
被
害
が
広
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
迷
走
す
る
台
風

が
続
き
、
落
ち
着
か
な
い
日
々
を
過
ご
さ
れ
た
方
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
湖
南
市
と
し
て
も
防
災
体
制
の
不

断
の
見
直
し
と
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て

痛
感
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
８
月
６
日
に
市
内
４
中
学
校
の

生
徒
会
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
と「
中
学
校
生
徒
会
サ
ミ
ッ

ト
２
０
２
６
」を
開
催
し
ま
し
た
。
議
会
報
告
会
と
主
権

者
教
育
の
一
環
と
し
て
、
議
会
か
ら
の
説
明
よ
り
も
、
中

学
生
の
皆
さ
ん
の
声
を
丁
寧
に
伺
う
こ
と
を
中
心
に
進
め

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は「
居
場
所
」

ま
ず
は
、
今
の
自
分
に
と
っ
て
の
居
場
所
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
き
、
次
に「
こ
ん
な
居
場
所
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
」と
い
う
他
者
視
点
の
意
見
や
要
望
を
共
有
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
自
分

た
ち
中
学
生
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
も
ら
う
な
ど
、
主

体
的
で
前
向
き
な
意
見
が
次
々
と
出
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
へ
の
備
え
も
、
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
も
、
行
政

だ
け
で
な
く
市
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
行
動
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
示
さ
れ
た
若
い
世
代
の
視

点
と
行
動
意
欲
は
、
湖
南
市
の
未
来
を
支
え
る
大
き
な
力

で
す
。
議
会
と
し
て
も
、
い
た
だ
い
た
声
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

議
長
　
細
川
　
ゆ
か
り

議
長
コ
ラ
ム

分類 議　案　名　等 結果

条　
　

例

議案第50号
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
理に関する条例の制定について
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、市条例中の
引用箇所について所要の改正を行うもの。

◎

議案第51号
湖南市認可地縁団体印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
地方自治法施行規則の一部改正に伴い、認可地縁団体台帳の
根拠規定の条番号が変更されることにより、市条例中の引用
箇所について所要の改正を行うもの。

◎

議案第52号
湖南市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例の制定について
審議会等の委員の人材確保に資することを目的として特別職
の職員で非常勤のものの報酬の額を引き上げるため、所要の
改正を行うもの。

◎

議案第53号
湖南市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例の制定について
児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正す
る内閣府令の施行に伴い、理学療法士等を保育士としてみな
すための基準の整備、その他所要の改正を行うもの。

◎

議案第54号
湖南市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例の制定について
学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児童対象性暴
力等の防止等のための措置に関する法律（こども性暴力防止
法）の施行に伴い、児童対象性暴力等の防止に係る規定を整
備する必要があることから、所要の改正を行うもの。

◎

議案第55号
湖南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
こども家庭庁関係内閣府令の整備等に関する内閣府令の施行
に伴い、満３歳以上限定小規模保育事業に関する基準を整備
する必要があることから、所要の改正を行うもの。

◎

議案第56号
湖南市国民健康保険診療所の設置等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について
湖南市国民健康保険岩根診療所の閉院に伴い、所要の改正を行うもの。

○

議案第57号
湖南市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の
制定について
非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部
が改正され、非常勤消防団員等が公務等により死亡した場合
における葬祭補償の額が改定されたことを受け、所要の改正
を行うもの。

◎

分類 議　案　名　等 結果

補
正
予
算

議案第58号
令和８年度湖南市一般会計補正予算（第３号）
【歳入歳出】それぞれ２億6,493万９千円を追加
【補正後の額】266億1,802万円

○

議案第59号
令和８年度湖南市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
【歳入歳出】それぞれ5,211万３千円を追加
【補正後の額】54億9,232万１千円

○

議案第60号
令和８年度湖南市国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号）
【歳入歳出】それぞれ2,647万６千円を追加
【補正後の額】４億7,362万３千円

◎

議案第61号
令和８年度湖南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
【歳入歳出】それぞれ2,487万２千円を追加
【補正後の額】15億2,219万８千円

○

議案第62号
令和８年度湖南市介護保険特別会計補正予算（第１号）
【歳入歳出】それぞれ３億1,874万円６千円を追加
【補正後の額】43億6,008万９千円

○

議案第63号
令和８年度湖南市訪問看護ステーション事業特別会計補正予
算（第１号）
【歳入歳出】それぞれ505万９千円を追加
【補正後の額】6,515万９千円

◎

決　
　

算

議案第66号
令和７年度湖南市一般会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額　　　　25,853,500,186円
歳出総額　　　　25,317,521,564円
歳入歳出差引　　     535,978,622円を翌年度へ繰越

○

議案第67号
令和７年度湖南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額　　　　 5,113,167,555円
歳出総額　　　　 5,067,731,804円
歳入歳出差引　　       45,435,751円を翌年度へ繰越

○

議案第68号
令和７年度湖南市国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算
の認定について
歳入総額　　　　     431,230,677円
歳出総額　　　　     403,504,580円
歳入歳出差引　　       27,726,097円を翌年度へ繰越

◎

議案第69号
令和７年度湖南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額　　　　 1,462,272,708円
歳出総額　　　　 1,437,399,561円
歳入歳出差引　　       24,873,147円を翌年度へ繰越

○
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※◎全会一致で可決・認定・適任　　○賛成多数で原案可決・認定・可決及び認定・同意

令和８年９月湖南市議会定例会　賛否が分かれた案件一覧
○：賛成　●：反対

分類 議　案　名　等 結果

決　
　

算

議案第70号
令和７年度湖南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
歳入総額　　　　 4,218,098,822円
歳出総額　　　　 3,987,847,856円
歳入歳出差引　　     230,250,966円を翌年度へ繰越

○

議案第71号
令和７年度湖南市訪問看護ステーション事業特別会計歳入歳
出決算の認定について
歳入総額　　　　　   73,708,611円
歳出総額　　　　　   68,639,444円
歳入歳出差引　　　     5,069,167円を翌年度へ繰越

◎

議案第72号
令和７年度湖南市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
収益的収入総額　 1,345,747,374円（税抜）
収益的支出総額　 1,310,843,763円（税抜）
純利益　　　　　       34,903,611円
資本的収入総額　     260,332,000円（税込）
資本的支出総額　     498,215,164円（税込）
収支不足額　　　     237,883,164円
（消費税資本的収支調整額と過年度損益勘定留保資金で補塡）

○

議案第73号
令和７年度湖南市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認
定について
収益的収入総額　 1,630,303,378円（税抜）
収益的支出総額　 1,573,938,447円（税抜）
純利益　　　　　       56,364,931円
資本的収入総額　     910,912,820円（税込）
資本的支出総額　 1,546,514,865円（税込）
収支不足額　　　     635,602,045円
（消費税資本的収支調整額と過年度及び当年度損益勘定留保資
金で補塡）

○

そ
の
他

議案第64号
契約の締結について
工 事 名　　　石部駅南側広場整備工事
契約金額　　　341,799,700円
契約の相手方　ライム株式会社 湖南営業所

◎

議案第65号
契約の締結について
工 事 名　　　甲西文化ホール改修工事
契約金額　　　1,631,300,000円
契約の相手方　西村建設株式会社

◎

分類 議　案　名　等 結果

そ
の
他

議案第74号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の任期が令和８年12月31日に満了することに伴
い、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会に意
見を求めるもの。

◎

議案第75号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の任期が令和８年12月31日に満了することに伴
い、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会に意
見を求めるもの。

◎

議案第76号
教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
教育委員会委員の任期が令和８年11月17日に満了することに伴
い、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の
規定に基づき、委員の任命について議会の同意を求めるもの。

○

議案第77号
湖南市都市計画マスタープラン（第３版）の策定について
令和３年３月に改訂を行った湖南市都市計画マスタープラン
について、「第三次湖南市総合計画」等の上位計画との整合を
図りつつ、これから10年先の都市づくりの方針を定める改訂
を実施するため、湖南市議会基本条例第11条第２号の規定に
より、議会の議決を求めるもの。

○

議案第78号
市道路線の認定及び変更について
認定路線　２路線
変更路線　１路線

◎

議案第79号
市道路線の廃止について
廃止路線　１路線

◎

議案第80号
損害賠償の額を定めることについて
損害賠償額　1,300,000円
損害賠償の相手方　株式会社サカイ引越センター

◎

意
見
書

意見書第２号
適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止を求める意見書 ○

意見書第３号
医療記録の保存期間見直し及び保存体制の整備を求める意見書 ○

議
発
議
案

議発議案第３号
地方自治法第180条議会の委任による専決処分事項の指定に
ついての一部を改正することについて

◎

議案番号 件名

会派 Kiku 自由民主党
湖南市議団

市民と
つなぐ
ネット

湖南市
公明党
議員団

こなん
の未来

湖南 
維新の会

無
会
派

無
会
派

永
田
　
誠
治

森
　
　
　
淳

松
原
　
栄
樹

東
森
　
徹
平

田
中
雄
二
郎

小
林
　
義
典

上
野
　
顕
介

曽
我
部
一
帆

坂
田
　
政
富

寺
元
　
正
幸

副
田
　
悦
子

奥
村
　
幹
郎

堀
田
　
繁
樹

澤
田
　
　
厚

東
良
　
一
成

松
井
　
圭
子

藤
川
み
ゆ
き

議案第56号 湖南市国民健康保険診療所の設置等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

議案第58号 令和８年度湖南市一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
議案第59号 令和８年度湖南市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第61号 令和８年度湖南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第62号 令和８年度湖南市介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第66号 令和７年度湖南市一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議案第67号 令和７年度湖南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議案第69号 令和７年度湖南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議案第70号 令和７年度湖南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議案第72号 令和７年度湖南市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第73号 令和７年度湖南市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第76号 湖南市都市計画マスタープラン（第３版）の策定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第77号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
意見書第2号 適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○
意見書第3号 医療記録の保存期間見直し及び保存体制の整備を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

※議長は採決に加わりません。
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松井 けい子議員
むしろ今回の廃止を教訓に高齢化が進む中で、本市の地域医療を担う医師
確保、在宅医療を担う支援、開業医事業の引継ぎ支援、看護師・薬剤師等
との多職種連携を支えることなどの必要性を強く申し述べ、賛成とします。

●議案第56号
湖南市国民健康保険診療所の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

寺元 正幸議員
新庁舎建て替え債務負担行為133億２千万円予算は、今後３０年の償
還で、次世代に多大な負担が残ります。よって今回の議案第５８号一
般会計補正予算に反対します。

反対

●議案第58号
令和８年度湖南市一般会計補正予算（第３号）

坂田 政富議員
167億円の庁舎の建て替え資金の債務負担行為133億２千万円を含
む予算は、自然と環境破壊、市民の暮らしを直撃、公共施設と施策の
切り捨て、下田まちづくりセンターの予算を削減するため反対。

反対

本 会 議 で の 議 案 の 討 論

賛成

東森 徹平議員
今回の補正予算、庁舎整備については今後も引き続き厳しくチェック
していくことが必要だと思います。その上で審議を行った今回の庁舎
整備への債務負担行為を含む補正予算の内容は妥当であると考え、賛
成いたします。

賛成 奥村 幹郎議員
現状維持は、事実上の後退、中途半端も将来に禍根をのこす。
安全で使いやすい環境を、職員に効率的で働きやすい環境を、災害等
有事には、今にまして頼りになる存在になるため、魅力と活気のある
庁舎及び周辺事業であるので賛成

賛成

副田 悦子議員
現時点での予算執行状況に合わせ、市債や繰入金の減額を執り行い、速や
かな措置を行い、集中豪雨など緊急、不足の事態にも対応しています。庁
舎整備については、可変性を含む多様な用途を広げる機会と捉え賛成します。

東良 一成議員
歳入は財源確保、歳出は抑制する努力が見受けられました。金額だけ見ると大きく
見えますが、適正な財政状況の範囲内であり、市民の安心、安全確保や市民生活
を支える行政サービスの実現に繋がることから本補正予算は必要であると考えます。

松井 けい子議員
年度途中で可能な事業は前倒しや拡充など、貴重な財源を活用するべき。
子育て支援事業に公平感がない。学童保育事業は、抜本的な改善が必要。
専門職が会計年度任用職員に依存。課題点を踏まえ反対とします。

反対

坂田 政富議員
住民に中央消防署移転説明をしないで、事業を進め移転先の岩根候補
地を断念、事業費80,621,210円を支払い多額の損失に「すべてが損失
でない」と言い損失額も明確にせず、責任損失補填も曖昧な決算に反対。

反対

●議案第66号
令和７年度湖南市一般会計歳入歳出決算の認定について

寺元 正幸議員
湖南中央消防署建て替え事業候補地岩根地先、の断念は、地域住民への丁
寧な対応が欠けていたことで理解が得られなかったと説明されています。庁
舎整備を急ぐあまり、多額の損失を生じました。歳入歳出決算に反対します。

反対

松井 けい子議員
物価高騰の下で、国民健康保険税を令和７年度に値上げし、更に滞納
者が増加。県統一化で更に保険税が増える見込み。特定健診の受診率
や特定保健指導の指導率を上げる努力が必要。よって反対とします。

反対

●議案第67号
令和７年度湖南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

田中 雄二郎議員
湖南市は様々な健康づくりへの取組をしており、医療受診率においては県
内でも2位と上位におります。また市民の健康意識への向上をはかり、超
高齢化社会に進む中でも適切な事業執行に務められたため賛成いたします。

松井 けい子議員
施設入所待機者が74人、そのうち在宅待機者は36人。施設待機者への対
応、地域密着型サービスの不足、介護予防事業の未実施、認知症カフェ
の利用促進など、必要なサービスが届け切れていない。よって反対とします。

反対

●議案第70号
令和７年度湖南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

澤田 厚議員
介護保険料の高い収納率や必要な介護給付、認知症・介護予防の取組
を評価します。今後も事業効果を検証し、持続可能な介護保険制度と
地域包括ケアの充実を求め、決算認定に賛成します。

小林 義典議員
インボイス制度は、複数税率の下で、消費税の仕入れ税額控除を適正
に行うために導入された制度で、制度の趣旨や必要性を踏まえず、負
担があることだけを理由に廃止を求めることには反対です。

反対

●意見書第２号
適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止を求める意見書

東森 徹平議員
税制は導入したら終わりではなく、実際にどのような影響が生じている
のかを検証し、必要であれば見直すことが重要です。小規模事業者の事
業継続を支え、地域経済を守るためにも、私は本意見書に賛成いたします。

東森 徹平議員
医療記録は患者の生命と健康に関わる重要な情報です。残す・守る・使う。
この3つを一体として考える医療情報の保存体制を構築することは地域
医療にとって重要な課題であります。よって、本意見書に賛成いたします。

●意見書第３号
医療記録の保存期間見直し及び保存体制の整備を求める意見書

賛成 賛成

曽我部 一帆議員
物価高騰や人件費、扶助費の増加、公共施設・インフラの老朽化等、行政
需要が増す中において、一定の財政規律を保ちながら市民生活を支える
施策と、将来への必要な投資を進めたことを総合的に評価し、賛成します。

賛成 田中 雄二郎議員
令和７年度は長引くウクライナ戦争においてエネルギーや物価の高騰など、
日本にも多大な影響がある中でも適切な収入の確保、また事業執行に務め
られ健全な運営が執り行われました。以上の観点から賛成いたします。

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成
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意見書第２号
適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止を求める意見書

　複数税率に対応した仕入税額控除の方式として令和５年10月から開始された適格請求書等保存方式（インボイ
ス制度）において、消費税の課税事業者が制度開始以前のように仕入税額控除を受けるには、取引先から適格請
求書（インボイス）等を発行してもらう必要があり、発行してもらえない場合は税負担増となる。
　そのため、年間売上額1,000万円以下の消費税免税事業者は、取引先からインボイスの発行を求められること
となるが、インボイスの発行のために課税事業者になると消費税の申告・納付が義務づけられるため、税と事務
の負担を負うこととなる。また、インボイスを発行できない免税事業者は、取引事業者からの消費税相当の値下
げ要求や取引排除を覚悟しなければいけない懸念が強く指摘されてきた。
　施行から２年が経過したが、小規模事業者などからは、税負担増や減収による経営状況悪化や、インボイスに
係る経理事務の負担を訴える声が噴出している。結果として、消費税納付のための借入れや廃業といった声も上
がっており、インボイス制度が事業活動や国民生活へもたらす深刻な影響は決して看過できるものではない。
　令和５年９月には、当事者らの声として、フリーランスや小規模事業者などで構成する民間団体が中心となっ
て集めたインボイス制度の反対署名約54万筆が当時の岸田文雄首相に手渡されている。
　消費税免税事業者は、個人事業主やフリーランス、個人タクシー運転手、小規模農家など多岐に渡るが、これ
らの人々が廃業・引退すると、仕入れ元の課税事業者や消費者にも影響が及び、多くの国民の不利益につながる。
インボイス導入後の小規模事業者等の苦境や昨今の経営を取り巻く環境、反対の訴えに鑑みれば、国の支援措置
の拡充だけではもはや不十分であり、小規模事業者等の経営の持続化や経済の活性化の重要性を考えると、イン
ボイス制度そのものを廃止することが最良の策であると言わざるを得ない。
　よって、国におかれては、中小企業・小規模事業者の事業存続や日本経済振興、ひいては国民の生活を守るた
め、インボイス制度を廃止することを強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

賛成多数で可決

令和７年度一般会計・特別会計・企業会計決算
８会計の決算をすべて認定

　一般会計と５つの特別会計および２つの企業会計の各決算について、予算が計画的かつ効果的に執行さ
れたか慎重に審議を行いました。審議にあたっては執行部との間で、多岐にわたって詳細な質疑応答が交わ
されました。活発な審議の結果、その内容を適正なものと認め、いずれの会計決算も認定しました。

� 区　　分会　計　名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引残額 結果
一 般 会 計 25,853,500,186 25,317,521,564 535,978,622 ○

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 5,113,167,555 5,067,731,804 45,435,751 ○
国民健康保険診療所特別会計 431,230,677 403,504,580 27,726,097 ◎
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,462,272,708 1,437,399,561 24,873,147 ○
介 護 保 険 特 別 会 計 4,218,098,822 3,987,847,856 230,250,966 ○
訪問看護ステーション事業特別会計 73,708,611 68,639,444 5,069,167 ◎

（ 特 別 会 計 合 計 ） 11,298,478,373 10,965,123,245 333,355,128

企
　
業
　
会
　
計

水道事業

収
益
的

収 入 1,462,259,638

○
支 出 1,401,116,018 61,143,620

資
本
的

収 入 260,332,000
支 出 498,215,164 △ 237,883,164

下水道事業

収
益
的

収 入 1,721,174,260

○
支 出 1,627,747,430 93,426,830

資
本
的

収 入 910,912,820
支 出 1,546,514,865 △ 635,602,045

合　　　計 41,506,657,277 41,356,238,286 150,418,991
※◎全会一致で認定　　○賛成多数で認定・可決及び認定

� （単位：円）

小林議員から反対討論、東森議員から賛成討論がありました。
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意見書第３号
医療記録の保存期間見直し及び保存体制の整備を求める意見書

　我が国における診療録（カルテ）等の医療記録は、医療の安全性及び継続性の確保、説明責任の履行並びに医
療事故の検証を支える基盤であり、国民の生命及び健康を守るための重要な社会的基盤である。現行制度におい
ては、医師法等に基づきカルテ等の保存期間は原則として「５年間」とされ、医療法施行規則において、各種診
療記録について概ね２年から５年の保存期間が定められている。しかしながら、慢性疾患、アレルギー疾患、自
己免疫疾患等の長期管理が必要な疾病の増加に加え、治療後相当期間を経て症状が顕在化する事例、複数疾患を
併存する高齢患者の増加等の医療環境の変化を踏まえると、診療経過の長期的把握の必要性はますます高まって
いる。
　また、診療経過、投薬歴、検査結果等の診療情報の連続性が確保されることは、適切な診断・治療選択に資す
るのみならず、重複検査・重複投薬の防止、医療安全の向上、医療紛争及び救済手続の円滑化等にも寄与する。
さらに、救急医療、災害医療等において、過去の診療情報を迅速に参照できる体制の必要性も高まっている。
　国は、現在、全国医療情報プラットフォームの構築、電子処方箋、オンライン資格確認等の医療ＤＸ推進を掲
げ、医療情報の利活用による医療の質の向上及び医療提供体制の効率化を目指している。医療ＤＸを実効性ある
ものとするためには、必要な医療データが十分な期間にわたり安全かつ確実に保全される制度の整備が不可欠で
ある。また、電子カルテの普及により保存手段の高度化が進む中で、医療機関に過度な負担が生じないよう、適
切な制度設計及び支援策の整備が求められる。
　よって、国に対し、下記の事項を早急に実施するよう強く求める。

記
１�　カルテ等医療記録の保存期間について、疾病特性及び診療の継続性の観点を踏まえた区分設定を含め、現行
制度の妥当性を検証し、必要な見直しを行うこと。
２�　医療機関の過度な負担とならないよう、電子カルテ保存の標準化、国、地方公共団体及び医療機関の間にお
ける役割分担及び費用負担の在り方について具体的な検討を進めること。
３�　カルテ等医療記録の長期保存に必要なセキュリティ対策及びデータ保全体制について、国として技術的及び
財政的支援策を講ずること。
４�　カルテ等医療記録の長期保存に当たっては、患者が自己の医療情報に適切かつ円滑にアクセスできる仕組み
を整備すること。
５�　カルテ等医療記録の長期保存に際しては、個人情報の保護に関する法律に基づく安全管理措置を徹底しつつ、
医療の安全及び質の向上に資するデータ利活用の環境整備を進めること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

賛成多数で可決

議
案
第
50
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
51
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
52
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
57
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
64
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
65
号

問　

２
回
の
入
札
と
な
っ

た
経
過
は
。

答　

３
社
の
入
札
が
あ
り

８
月
６
日
第
１
回
目
で
は
、

１
社
が
失
格
、
２
社
が
予

定
価
格
超
過
と
な
り
、
８

月
７
日
に
第
２
回
目
を
実

施
。
１
社
が
失
格
で
１
社

総務
常任委員会

付託案件　６件

が
落
札
と
な
り
ま
し
た
。

問　

１
回
目
よ
り
２
回
目

の
入
札
金
額
が
大
き
く
下

が
っ
た
が
、
工
事
に
影
響

は
出
な
い
の
か
。

答　

適
正
に
工
事
が
で
き

る
よ
う
に
最
低
制
限
価
格

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

問　

分
離
発
注
が
可
能
で

は
な
か
っ
た
の
か
。

答　

改
修
工
事
の
内
容
と

し
て
は
建
築
部
分
が
大
半

を
占
め
て
い
る
為
、
建
築

一
式
と
し
ま
し
た
。

問　

入
札
者
が
少
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答　

湖
南
市
の
登
録
事
業

者
は
55
社
あ
る
が
、
金
額

や
発
注
時
期
、
工
事
内
容
、

技
術
者
の
確
保
等
、
業
者

に
は
様
々
な
事
情
が
あ
る

の
で
、
市
と
し
て
は
分
か

り
か
ね
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

東森議員から賛成討論がありました。
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付託案件　４議案

福祉教育
常任委員会

議
案
53
号
に
つ
い
て

問　

理
学
療
法
士
は
保
育

士
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る

の
か
。

答　

保
育
士
と
し
て
施
設

に
専
属
し
て
勤
務
す
る
も

の
と
し
て
扱
い
ま
す
。

問　

理
学
療
法
士
の
処
遇

に
プ
ラ
ス
面
は
あ
る
の
か
。

答　

基
本
的
に
国
の
改
正

に
合
わ
せ
た
も
の
で
、
特

設
の
上
乗
せ
は
あ
り
ま
せ

ん
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
54
号
に
つ
い
て

特
段
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。全員

賛
成
で
可
決

議
案
55
号
に
つ
い
て

問　

保
育
を
受
け
る
必
要

性
が
高
い
順
に
選
考
基
準

を
設
け
た
理
由
は
。

答　

こ
ど
も
園
や
小
規
模

保
育
事
業
者
は
法
律
上
直

議
案
第
77
号

問　

市
街
化
区
域
の
見
直

し
個
所
は
。

答　

市
街
化
の
見
直
し
区

域
は
約
10
か
所
あ
り
ま
す

が
、
重
点
的
な
個
所
は
甲

西
駅
周
辺
で
す
。

産業経済
常任委員会

付託案件　４議案

問　

市
街
化
区
域
へ
の
編

入
見
直
し
の
地
域
は
。

答　

甲
西
駅
南
側
と
甲
西

高
校
南
側
、
そ
し
て
石
部

口
周
辺
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
78
号

問　

認
定
２
路
線
と
変
更

１
路
線
は
、
通
勤
通
学
時

間
帯
の
抜
け
道
に
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
が
、
安
全

対
策
は
。

答　

地
元
住
民
の
皆
様
や
、

市
、
事
業
者
等
で
協
議
し

た
結
果
、
地
元
の
有
志
の

方
々
が
、
ロ
ー
ド
コ
ー
ン

等
を
利
用
し
て
通
り
抜
け

防
止
対
策
を
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
79
号

問　

令
和
５
年
の
跨
道
橋

の
撤
去
か
ら
、
今
回
の
市

道
路
線
廃
止
ま
で
に
期
間

を
要
し
た
の
は
な
ぜ
で
す

か
。

答　

林
道
橋
で
は
国
費
の

交
付
が
な
い
た
め
、
国
費

の
交
付
を
受
け
る
た
め
市

道
認
定
す
る
な
ど
、
他
部

局
に
ま
た
が
る
事
業
と

な
っ
た
た
め
期
間
を
要
し

ま
し
た
。

決算審査　８議案

決算
常任委員会

決
算
の
概
要

問　

令
和
７
年
度
の
決
算

を
終
え
た
段
階
で
、
本
市

の
財
政
体
質
が
、
前
年
よ

り
も
良
く
な
っ
て
い
る
か
、

そ
れ
と
も
厳
し
く
な
っ
て

い
る
と
評
価
し
て
い
る
か
。

接
契
約
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
規
定
と

し
て
お
り
、
入
所
選
考
は

基
本
的
に
市
が
行
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
56
号
に
つ
い
て

問　

閉
院
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答　

健
康
づ
く
り
や
予
防

政
策
の
事
業
を
進
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

診
療
所
の
建
物
を
今

後
ど
う
す
る
の
か
。

答　

現
状
で
は
未
定
で
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

答　

経
常
収
支
比
率
は
少

し
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
着
実
に
公
債
費
を

減
ら
せ
て
き
て
お
り
、
基

金
の
積
み
立
て
も
年
々
積

み
増
し
で
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
悪
化
し
た
数
値

も
確
か
に
あ
り
ま
す
が
、

健
全
な
財
政
運
営
が
保
っ

て
い
る
も
の
と
認
識
を
し

て
い
ま
す
。

問　

今
後
、
庁
舎
整
備
に

よ
っ
て
財
政
需
要
が
見
込

ま
れ
ま
す
が
、
こ
の
決
算

か
ら
見
て
財
政
運
営
上
の

課
題
は
。

答　

多
額
の
事
業
費
用
を

投
じ
る
計
画
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
上
で
い
ろ
い
ろ

な
財
政
指
標
を
試
算
し
て
、

長
期
財
政
計
画
を
見
直
し

し
て
い
ま
す
。
ど
う
や
っ

て
財
源
を
確
保
し
て
い
く

か
は
、
こ
れ
か
ら
の
財
政

運
営
上
の
課
題
だ
と
認
識

を
し
て
お
り
ま
す
。

問　

例
年
よ
り
多
額
で
あ

る
約
16
億
円
も
の
不
用
額

に
つ
い
て

答　

こ
の
不
用
額
は
、
早

い
段
階
で
落
と
せ
た
ら
、

こ
の
財
源
を
も
と
に
、
新

た
な
事
業
が
実
施
で
き
た

り
、
事
業
を
拡
充
で
き
た

り
す
る
と
い
う
ご
指
摘
は
、

十
分
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

早
い
段
階
で
落
と
せ
る
分

に
つ
き
ま
し
て
は
、
補
正

予
算
で
減
額
を
し
、
新
た

な
事
業
の
財
源
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

市
税
決
算
額
の
中
で

法
人
市
民
税
が
21
．８
％

と
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、

そ
の
背
景
は
。

答　

輸
出
に
対
す
る
関
税

や
中
東
情
勢
が
悪
化
し
、

石
油
製
品
等
の
不
足
・
高

騰
が
あ
り
、
企
業
活
動
の

様
子
見
や
縮
小
が
背
景
に

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

議
案
第
66
号

〈
総
務
部
〉

問　

外
国
人
対
応
の
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
通
訳
の
他
、
多

言
語
通
訳
は
充
足
し
て
い

る
の
か
。

答　

多
言
語
の
ポ
ケ
ト
ー

ク
で
あ
る
と
か
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
の
対
応
で
進
め

て
い
ま
す
が
、
今
後
多
言

語
対
応
を
ど
う
し
て
い
く

か
と
い
う
の
は
、
こ
れ
か

ら
の
検
討
課
題
で
あ
り
ま

す
。

〈
総
合
政
策
部
〉

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
80
号

問　

事
故
は
当
事
者
の
責

任
が
重
い
よ
う
に
思
い
ま

す
が
、
市
の
過
失
割
合
が

８
割
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　

看
板
の
設
置
が
な
か
っ

た
大
津
市
は
１
０
０
％
の

過
失
、
奈
良
県
の
山
岳
地

で
は
岩
が
視
界
を
妨
げ
と

な
り
70
％
の
過
失
な
ど
、

過
去
の
判
例
を
参
考
に
、

当
事
者
の
弁
護
士
間
で
の

協
議
に
よ
り
、
80
％
の
過

失
が
決
定
し
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決
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問　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
、
件
数
、
金
額
と
も

減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ
の

対
策
は
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
額
が
令
和
４
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
で
ま
ず
寄
附
額
が
見
込

め
な
い
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
サ
ー
ビ
ス
、
食
事
、

入
館
体
験
返
礼
品
等
は
、

い
ま
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

問　

防
災
マ
ッ
プ
作
製
費

用
３
百
21
万
円
、
令
和
８

年
度
に
全
額
繰
越
の
理
由

は
。

答　

国
の
交
付
金
の
予
算

の
関
係
で
、
令
和
７
年
度

中
に
一
旦
交
付
申
請
を
し

て
、
そ
れ
を
繰
り
越
す
と

い
う
国
か
ら
の
指
示
が
あ

り
ま
し
た
。
滋
賀
県
が
令

和
８
年
３
月
に
水
防
法
に

基
づ
く
洪
水
浸
水
想
定
区

域
図
を
公
表
、
同
じ
く
令

和
８
年
６
月
に
地
先
の
安

全
度
マ
ッ
プ
を
公
表
し
て

お
り
、
そ
れ
を
も
と
に
令

和
８
年
度
に
改
定
を
す
る

予
定
で
す
。

〈
健
康
福
祉
部
〉

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
４
地
区
５
人
体
制
で

対
応
し
き
れ
て
い
る
か
。

答　

大
変
な
業
務
の
中
、

日
々
の
業
務
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
市

と
し
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

〈
こ
ど
も
未
来
応
援
部
〉

問　

保
育
士
確
保
・
定
着

の
支
援
事
業
の
結
果
、
保

育
士
不
足
が
改
善
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
。

答　

小
規
模
保
育
施
設
２

園
と
民
間
保
育
園
１
園
が

保
育
士
が
確
保
で
き
な
い

た
め
、
定
員
ま
で
受
け
入

れ
て
い
た
だ
け
て
い
ま
せ

ん
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
67
号

問　

検
診
受
診
率
が
高
い

行
政
区
を
参
考
に
さ
れ
て

い
る
か
。

答　

令
和
６
年
度
の
特
定

健
診
の
受
診
率
は
県
内
で

も
２
番
目
に
高
い
状
況
に

な
っ
て
お
り
、
他
市
か
ら

逆
に
検
診
受
診
率
が
高
い

理
由
を
聞
か
れ
る
状
況
で

す
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
68
号　全

員
賛
成
で
認
定

議
案
第
69
号　賛

成
多
数
で
認
定

議
案
第
70
号　

問　

認
知
症
カ
フ
ェ
を
延

べ
68
回
開
催
さ
れ
て
い
る

が
、
参
加
人
数
が
開
催
回

数
の
割
に
は
少
な
い
、
認

知
症
の
方
が
参
加
す
る
こ

と
自
体
が
難
し
い
と
い
う

の
が
一
つ
の
要
因
で
は
な

い
か
。

答　

チ
ラ
シ
を
作
成
し
て

配
布
や
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方
か

ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
有
効
な
手
段

が
思
い
つ
き
ま
せ
ん
が
、

今
後
も
い
ろ
ん
な
方
法
で

周
知
し
て
ま
い
り
た
い
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
71
号全

員
賛
成
で
認
定

議
案
第
72
号

全
員
賛
成
で
可
決

及
び
認
定

議
案
第
73
号

全
員
賛
成
で
可
決

及
び
認
定

甲賀広域行政組合議会曽我部一帆 議員

令
和
８
年
７
月
１
日（
水
）

議
案
第
７
号

高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ

ム
中
間
整
備
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
の

老
朽
化
に
伴
い
、
今
後
も

安
定
的
な
シ
ス
テ
ム
運
用

を
継
続
す
る
た
め
、
主
要

機
器
の
更
新
整
備
工
事
を

実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

全
員
賛
成
で
可
決

令
和
８
年
９
月
29
日（
火
）

議
案
第
８
号

甲
賀
広
域
行
政
組
合
監
査

委
員
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
９
号

甲
賀
広
域
行
政
組
合
職
員

の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
10
号

令
和
７
年
度
甲
賀
広
域
行

政
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
歳
入
総
額
37
億
２
千
２

百
50
万
２
千
円
、
歳
出
総

額
36
億
６
千
６
百
39
万
９

千
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額

５
千
６
百
10
万
３
千
円
、

実
質
収
支
額
５
千
６
百
10

万
３
千
円
、
単
年
度
収
支

（
令
和
７
年
度
実
質
収
支

額
か
ら
令
和
６
年
度
実
質

収
支
額
を
差
し
引
い
た

額
）３
千
４
百
98
万
２
千

円
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
11
号

令
和
８
年
度
甲
賀
広
域
行

政
組
合
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
百
59
万
１
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

42
億
２
千
９
百
82
万
円
と

す
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
12
号

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防

本
部
庁
舎
棟
空
調
設
備
等

改
修
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

公
職
選
挙
法
の
規
定
に

よ
り
、
議
員
が
不
特
定
多

数
の
市
民
に
年
賀
状
を
出

す
こ
と
や
、
歳
暮
・
年
賀

な
ど
の
物
を
送
る
寄
附
、

地
域
へ
の
催
し
物
へ
寸
志

な
ど
を
出
す
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
員
に
対
し
、

寄
附
を
出
す
よ
う
に
勧
誘

す
る
、
ま
た
は
要
求
す
る

こ
と
も
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
員
の
寄
附
行
為
の

禁
止
に
つ
い
て

年賀

お
歳
暮
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中学校生徒会サミット2026
～居場所～

８月６日　市内４中学校生徒＆湖南市議会

各常任委員会へ

あなたにとっての 
居場所は 

どんなところ？

ほかの人にとっての 
居場所は？

中学生ができる 
ことはないかな

　公園、交流など中学生から出された意見について３常任委員会で調査や協議を行います。

　身近な学校や公園の話題から、議会の進め方、市民の要望が
どう実現するかなど多様な質問が繰り広げられます。
　入庁３年目の職員が担当業務を紹介し、小学生からの質問に
議員と一緒に答えています。

小学生議場体験

石部南小学校岩根小学校三雲東小学校水戸小学校石部小学校

菩提寺北小学校 菩提寺小学校
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議
案
第
58
号

問　

国
の
交
付
金
補
助
金

等
、
見
込
ん
で
い
た
分
が

入
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、

市
債
又
は
一
般
財
源
を
振

り
替
え
た
か
た
ち
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な

構
造
に
つ
い
て
の
市
の
見

解
は
。

答　

国
の
補
助
金
は
貴
重

な
財
源
で
す
。
確
実
に
内

示
を
頂
け
な
か
っ
た
こ
と

で
、
補
正
予
算
を
組
む
一

つ
の
要
因
で
す
。
今
後
は

国
・
県
に
要
望
資
料
の
作

成
を
工
夫
し
て
説
明
資
料

を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

問　

市
民
憩
い
文
化
ゾ
ー

ン
ま
ち
づ
く
り
構
想
策
定

業
務
委
託
に
つ
い
て

答　

当
初
予
算
で
は
東
庁

舎
周
辺
の
憩
い
文
化
ゾ
ー

ン
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

付託案件 ６件

予算
常任委員会

予
算
が
３
０
０
万
円
だ
っ

た
と
こ
ろ
、
地
方
創
生
支

援
事
業
費
補
助
金
、
地
方

創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
解
決

モ
デ
ル
都
市
に
応
募
し
採

択
さ
れ
た
こ
と
で
全
体
の

事
業
規
模
が
９
４
０
万

円
と
な
り
、
当
初
予
算

３
０
０
万
円
を
差
し
引
い

た
６
４
０
万
円
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

問　

都
市
計
画
の
基
本
図

デ
ー
タ
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ

ム
は
な
ぜ
再
構
築
が
必
要

な
の
か
。

答　

目
的
は
総
合
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
と
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
の
二
つ
で
成
立

し
て
お
り
、
総
合
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
は
平
成
27
年
度
に
整
備

を
し
た
都
市
計
画
、
計
画

図
の
デ
ー
タ
自
体
が
経
年

変
化
し
て
お
り
修
正
更
新

を
す
る
こ
と
に
よ
り
都
市

計
画
の
適
正
な
推
進
や
、

業
務
効
率
化
、
市
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
予

定
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
バ

ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
市
内
を
循

環
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
現
在
位
置
や
混
雑
状

況
、
遅
延
な
ど
の
運
行
情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
可

視
化
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム

で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
60
号

問　

電
気
温
水
器
設
置
工

事
で
す
が
税
の
1.1
と
認
識

で
よ
い
の
か
。
何
故
統
一

さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

答　

次
回
か
ら
統
一
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

給
湯
設
備
を
重
油
か

ら
電
気
温
水
器
方
式
に
変

更
で
す
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
安
く
な
る
の
か

高
く
な
る
の
か
。

答　

石
部
診
療
所
は
入
院

施
設
が
無
く
な
り
、
看
護

師
の
手
を
洗
う
だ
け
な
の

で
給
湯
式
の
湯
沸
か
し
器

に
変
え
て
経
費
削
減
す
る

た
め
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
63
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
59
・
61
・
62
号

賛
成
多
数
で
可
決

一般質問

問　

不
公
平
な
問
題
は
解

決
さ
れ
た
の
で
す
か
。

答
　
未
解
決
で
す
。

問　

６
月
議
会
の
市
長
答

弁
は
実
施
済
み
で
す
か
。

答
　「
聞
き
取
り
」
は
実
施

済
み
で
、「
管
理
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
策
定
」、「
補
助
制

度
の
見
直
し
」
は
現
在
進

め
て
い
ま
す
。

問　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
自
治
会
加
入

メ
リ
ッ
ト
に
位
置
付
け
る

と
い
う「
逆
転
の
発
想
」は

い
か
が
で
す
か
。

答
　
関
係
部
署
で
連
携
し

調
査
・
研
究
し
ま
す
。

問　

未
加
入
者
に
対
す
る

自
治
会
費
徴
収
に
つ
い
て

の
市
の
見
解
は
。

答
　
公
共
的
な
利
益
の
た

め
の
費
用
は
、
未
加
入
者

の
理
解
の
う
え
で
可
能
だ

と
考
え
ま
す
が
、
必
要
以

上
の
負
担
は
区
・
自
治
会

加
入
の
強
制
に
も
な
り
か

ね
ず
懸
念
し
ま
す
。

事
務
処
理
ミ
ス

問　

事
務
処
理
ミ
ス
が
増

加
傾
向
の
中
、
処
方
薬
の

渡
し
間
違
い
な
ど
、
生
命

に
係
わ
る
ミ
ス
に
は
細
心

の
注
意
が
必
要
で
す
が
、

再
発
防
止
策
の
徹
底
は
。

答
　
処
方
箋
を
渡
す
際
は

本
人
か
ら
お
名
前
を
職
員

に
伝
え
て
も
ら
う
確
認
方

法
に
変
更
し
ま
し
た
。

小
中
学
校
の
水
泳
授
業

問　

水
泳
授
業
は
水
難
事

故
防
止
の
観
点
か
ら
も
非

常
に
重
要
だ
と
考
え
ま
す

が
、
教
育
長
の
見
解
は
。

答
　
水
泳
授
業
は
重
要
な

教
育
で
す
。

問　

水
泳
授
業
は
、
屋
内

施
設
も
考
慮
に
入
れ
て
継

続
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す

が
、
教
育
長
の
見
解
は
。

答
　
継
続
的
な
指
導
を
行

い
、
児
童
生
徒
の
学
び
の

場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

問　

個
別
施
設
計
画
を
含

め
今
後
の
市
長
の
方
針
は
。

答
　
今
後
は
様
々
な
観
点

か
ら
水
泳
授
業
や
プ
ー
ル

施
設
に
つ
い
て
個
別
施
設

計
画
を
含
め
検
討
し
ま
す
。

不公平では？ごみステーション！

会派 Kiku●森　すなお 議員

湖南市議会だより11

湖
南
市
議
会
だ
よ
り

委
員
会
報
告

一
般
質
問



増
え
続
け
る
空
き
地
空
き

家
に
つ
い
て

問　

宅
地
開
発
は
人
口
減

少
の
今
空
き
家
が
増
え
、

管
理
不
全
空
き
家
は
将
来

の
特
定
空
き
家
、
次
世
代

の
負
担
に
な
ら
な
い
か
。

答
　
市
は
こ
れ
を
放
置
せ

ず
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
基
づ
く「
コ
ン
パ

ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
構
築
と
整
合

を
図
り
イ
ン
フ
ラ
維
持
管

理
費
用
の
負
担
を
次
世
代

に
残
さ
な
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

上
下
水
道
の
維
持
管
理
に

つ
い
て

問　

老
朽
化
す
る
上
下
水

道
管
は
増
え
続
け
更
新
や

突
発
的
な
事
故
処
理
な
ど

維
持
管
理
が
厳
し
い
状
況

予
測
、
市
の
打
開
策
は
。

答
　
経
営
原
資
は
、
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
カ
ネ
、
人
材
・
財

源
不
足
が
想
定
さ
れ
一
方

で
施
設
の
老
朽
化
が
進
む

状
況
と
、
事
故
に
伴
う
緊

急
修
繕
や
更
新
事
業
は
限

ら
れ
た
カ
ネ
と
ヒ
ト
を
重

要
度
や
老
朽
度
、
耐
震
性

な
ど
優
先
順
位
を
位
置
付

け
施
設
の
統
廃
合
や
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
の
観
点
と

将
来
に
向
け
持
続
的
な
経

営
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

保
育
士
の
確
保
難
に
つ
い

て問　

保
育
を
担
う
職
員
が

何
故
少
な
い
の
か
。

答
　
保
育
士
の
離
職
理
由

は
、
給
与
、
仕
事
量
、
労

働
時
間
の
問
題
と
保
育
士

に
課
せ
ら
れ
る
労
務
負
担

の
増
大
が
要
因
で
す
。

待
機
児
童
に
つ
い
て

問　

閉
園
や
受
け
入
れ
枠

の
縮
小
な
ど
で
待
機
児
童

問
題
は
発
生
し
な
い
か
。

答
　
少
子
化
で
幼
稚
園
・

保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
利

用
児
童
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
施
設
の
閉
園
や
保

育
士
不
足
で
受
け
入
れ
枠

の
減
少
、
大
規
模
な
宅
地

開
発
で
子
育
て
世
帯
の
流

入
で
待
機
児
童
の
発
生
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

次世代を担う子ども達に
� 負の遺産は残さない

会派 Kiku●永田　誠治 議員

一般質問

県
道
交
差
点「
下
田
南
」の

安
全
に
つ
い
て

問　

事
故
が
多
く
、
７
月
・

８
月
も
立
て
続
け
に
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。
対
策
を

打
つ
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
　
今
回
の
事
故
に
関
す

る
情
報
を
滋
賀
県
と
共
有

し
、
現
地
の
状
況
や
事
故

の
発
生
状
況
等
を
改
め
て

確
認
し
、
県
に
対
し
、
安

全
対
策
に
つ
い
て
早
期
に

具
体
策
を
講
じ
て
も
ら
う

よ
う
要
望
し
ま
す
。

学
童
保
育
所
に
つ
い
て

問　

学
童
の
見
込
み
人
数

と
実
際
の
申
込
み
数
、
住

宅
開
発
等
で
子
ど
も
の
数

が
増
え
る
と
想
定
さ
れ
る

地
域
の
今
後
の
対
策
は
。

ま
た
指
導
員（
運
営
側
）の

負
担
と
な
っ
て
い
る
課
題

の
改
善
策
は
。

答
　
今
年
度
は
見
込
み
を

38
人
上
回
り
、
６
人
の
待

機
児
童
が
い
ま
す
。
今
後

は
適
切
に
保
育
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
受
け
皿
整
備
も

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

道の安全、学童保育所、
� 防災の課題について

無会派●藤川　みゆき 議員

防
災
に
つ
い
て

問　

庁
舎
を
一
時
避
難
所

と
し
て
開
放
す
る
と
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

対
応
で
災
害
対
策
本
部
の

機
能
が
充
分
に
発
揮
で
き

な
い
、
と
過
去
の
教
訓
で

は
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
庁

舎
を
一
時
避
難
所
に
す
る

の
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す

が
見
解
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
　
一
時
的
・
緊
急
的
な

待
避
所
を
想
定
し
、
防
火

シ
ャ
ッ
タ
ー
で
執
務
ス

ペ
ー
ス
と
完
全
に
分
離
で

き
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま

す
。

問　

新
庁
舎
の
場
所
が
浸

水
想
定
区
域
に
な
っ
て
い

る
点
に
つ
い
て

答
　
庁
舎
を
50
㎝
嵩
上
し
、

対
策
し
て
い
ま
す
。

問　

全
国
各
地
で
想
定
以

上
の
豪
雨
災
害
が
起
き
て

い
る
が
、
緊
急
車
輛
と
な

る
公
用
車
が
出
動
不
能
に

な
る
場
合
の
対
策
は
。

答
　
今
後
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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一般質問

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
に

問　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
や
対
策
は
。

答
　
口
腔
内
機
能
低
下
の

方
に
は
、
歯
科
衛
生
士
や

保
健
師
が
訪
問
や
電
話
に

よ
る
個
別
支
援
を
行
う
。

問　

特
定
健
診
や
健
康
診

査
に
聴
力
検
査
を
オ
プ

シ
ョ
ン
と
し
て
加
え
、
費

用
助
成
を
す
る
考
え
は
。

答
　
健
診
は
生
活
習
慣
病

予
防
が
目
的
で
あ
る
た
め
、

聴
力
検
査
を
取
り
入
れ
る

事
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

早
期
発
見
・
早
期
受

診
が
重
要
で
は
。

答
　
出
前
講
座
に「
聴
こ

え
」
の
メ
ニ
ュ
ー
を
入
れ

啓
発
す
る
こ
と
を
検
討
。

災
害
時
対
応
の
改
善

問　

断
水
時
ト
イ
レ
は
死

活
問
題
。
備
蓄
や
整
備
は
。

答
　

熊本震災を教訓に
� 避難者支援対策の改善を

無会派●松井　けい子 議員

問　

市
内
小
中
学
校
体
育

館
は
、
全
館
空
調
設
備
が

整
っ
て
い
て
、
平
時
か
ら

も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
空

調
設
備
が
な
い
避
難
所
は
。

答
　
50
施
設
中
３
施
設

問　

個
別
避
難
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

答
　
計
画
作
成
状
況

問　

災
害
協
定
団
体
か
ら

円
滑
に
支
援
を
受
け
る
仕

組
み
の
整
理
が
必
要
で
は
。

答
　
平
時
か
ら
、
協
定
先

担
当
者
と
連
携
、
要
請
方

法
や
受
け
入
れ
態
勢
の
訓

練
が
重
要
。
各
災
害
業
務

担
当
者
が
把
握
で
き
る
よ

う
に
整
理
が
必
要
で
す
。

将来を見据えた湖南市について

自由民主党湖南市議団●小林　義典 議員

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
た
め
の
地
域
づ
く
り

問　

高
齢
者
の
移
動
手
段

と
支
援
に
つ
い
て

答
　
第
９
期
湖
南
市
高
齢

化
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
に
お
い
て
社
会

活
動
へ
の
参
加
促
進
の
生

活
支
援
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

問　

小
規
模
多
機
能
自
治

の
取
り
組
み
と
高
齢
者
福

祉
を
ど
の
よ
う
に
結
び
つ

な
げ
て
い
く
の
か
。

答
　
小
規
模
多
機
能
自
治

で
は
、
見
守
り
、
居
場
所
、

移
動
支
援
、
買
い
物
支
援

介
護
予
防
な
ど
、
高
齢
者

を
地
域
で
支
え
る
仕
組
み

に
つ
い
て
福
祉
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、
異

世
代
交
流
、
ま
ち
づ
く
り

の
分
野
と
と
も
に
支
援
を

結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

今
後
ど
の
よ
う
な
高

齢
者
福
祉
を
目
指
し
て
い

く
の
か
。

答
　
誰
も
が
健
康
的
で
生

き
生
き
と
し
た
、
人
生
を

送
れ
る
健
康
長
寿
の
街
を

目
指
し
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

下
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て

問　

下
田
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
を
、
地
域
経
営
の

拠
点
と
し
て
ど
の
よ
う
な

機
能
を
持
た
せ
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

答
　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
機
能

や
情
報
発
信
機
能
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
ス
ペ
ー
ス
、
さ
ら

に
は
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
や

研
修
を
開
催
で
き
る
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
な
ど
交
流
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

問　

下
田
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
が
で
き
た
後
の
市

の
役
割
に
つ
い
て

答
　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

を
中
心
と
し
て
地
域
の
皆

様
が
協
力
で
き
る
支
援
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
茶
釜
川
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
検
出
、
安
定
型
産

業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

の
質
問
を
し
ま
し
た
。

発災3日後 避難者
想定数

1,874人
発災1週間後 1,970人
携帯トイレ 11,500回分

簡易トイレ 44台 4,400回分

組み立て式便器のみ 104組

防災倉庫（今年
度、県が設置）

４中学校
簡易トイレ
2セット

マンホール
トイレ

４小学校
予定

下水道本管
耐震化完了

仮設トイレ 複数企業と協定締結

甲
西
高
校
体
育
館

雨
山
第
二
体
育
館

水
戸
体
育
館

県
へ

集
約
化

必
要
性
有

地
域
へ
の
情
報

提
供
に
同
意

個
別
避
難
計
画

作
成

避
難
行
動
要
支

援
者

247人 184人 1657人

名
簿
登
録
者
数

14.90% 11.10% － 割合
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一般質問

問　

湖
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に「
滋
賀
県
防
災
ア

プ
リ
」を
案
内
す
る
こ
と

を
提
案
し
ま
す
。

答
　
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
更

新
予
定
の
湖
南
市
防
災

マ
ッ
プ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

問　

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に

つ
い
て
、
計
画
段
階
か
ら

実
証
段
階
へ
進
め
る
考
え

は
な
い
か
。

答
　「
実
際
に
犬
や
猫
を

連
れ
て
の
避
難
訓
練
」は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
効
性
を

検
証
す
る
上
で
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

多
頭
避
難
時
に
お
い
て
現

場
で
機
能
す
る
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
も
、
今
後
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

問　

シ
ナ
リ
オ
非
公
開
型

実
戦
型
防
災
訓
練
を
実
施

し
、
市
の
防
災
計
画
や
各

種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
効
性

を
検
証
し
て
い
く
考
え
は

な
い
か
。

答
　「
計
画
を
作
る
防
災
」

か
ら「
動
け
る
こ
と
を
確

認
す
る
防
災
」
へ
と
い
う

提
案
は
、
防
災
水
準
を
引

き
上
げ
る
た
め
に
は
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。 

 

令
和
８
年
度
に
お
い
て

は
、
10
月
４
日
に
実
施
す

る
湖
南
市
総
合
防
災
訓
練

に
お
い
て
、
そ
の
場
で
判

断
し
、
動
く「
シ
ナ
リ
オ

非
公
開
型
」
の
訓
練
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
そ
こ

で
得
ら
れ
た「
失
敗
」
を
教

訓
に
、
よ
り
強
靭
な
湖
南

市
の
防
災
体
制
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

湖南市の実践的な防災・
� 減災対策について

湖南維新の会●澤田　厚 議員

児童館体育館空調と
� 学校トイレ清掃について

自由民主党湖南市議団●上野　顕介 議員

問　

三
雲
の
児
童
館
は
今

後
の
建
替
等
な
に
か
方
針

が
あ
る
の
か
。

答
　
今
後
の
方
針
は
確
定

し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

当
面
今
の
施
設
を
使

用
す
る
と
考
え
る
と
、
児

童
館
に
は
体
育
館
が
併
設

し
て
い
る
が
空
調
が
な
い
。

今
年
の
夏
は
児
童
館
の
温

度
計
で
36
度
近
い
日
も

あ
っ
た
。
児
童
生
徒
に
熱

中
症
の
危
険
が
あ
る
こ
と

か
ら
体
育
館
に
空
調
を
設

置
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

答
　
体
育
館
全
体
の
空
調

設
備
の
導
入
に
は
大
規
模

な
工
事
を
伴
い
、
老
朽
化

し
た
現
施
設
へ
の
導
入
は

費
用
対
効
果
の
面
か
ら
も

困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
一
方
、
近
年
の
猛

暑
を
踏
ま
え
、
一
定
の
冷

房
設
備
等
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
ど
も
た
ち

の
安
全
確
保
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

小
中
学
校
の
ト
イ
レ

清
掃
の
現
状
に
つ
い
て

答
　
基
本
的
に
児
童
生 

徒
に
よ
る
清
掃
を
担
当
教

職
員
の
指
導
の
も
と
で
実

施
し
て
お
り
、
小
学
校
に

お
い
て
は
、
年
１
回
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
環
境
整
備
作
業
や
日

赤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
学
校

運
営
協
議
会
等
の
多
様
な

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

る
状
況
で
す
。

問　

学
校
を
使
用
す
る
行

事
の
際
に
地
域
の
方
や
保

護
者
が
汚
れ
や
悪
臭
で
利

用
し
た
く
な
い
と
聞
く
。

日
常
清
掃
で
落
と
し
き
れ

な
い
悪
臭
等
は
清
掃
業
者

へ
依
頼
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
　
必
要
に
応
じ
て
専
門

業
者
に
よ
る
個
別
対
応
で

清
掃
を
行
う
な
ど
衛
生
環

境
に
努
め
ま
す
。
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年
各

学
校
に
聞
き
取
り
を
行
い

必
要
な
経
費
を
配
当
し
て

い
る
ほ
か
、
担
当
課
に
お

い
て
も
緊
急
予
算
を
確
保

し
て
お
り
優
先
度
の
高
い

も
の
か
ら
予
算
執
行
し
ま

す
。

滋賀県HPより引用
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一般質問

予防接種について

湖南市公明党議員団●そえだ　悦子 議員

水
難
事
故
対
策
に
つ
い
て

問　

市
と
し
て
継
続
し
て

発
信
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　
学
校
で
の
授
業
も
含

め
、
幼
児
期
か
ら
の
家
庭

教
育
や
地
域
へ
の
社
会
教

育
な
ど
各
関
係
機
関
が
連

携
し
な
が
ら
、
危
険
性
へ

の
認
識
を
高
め
て
い
く
た

め
に
、
様
々
な
機
会
で
継

続
的
に
注
意
喚
起
や
啓
発

に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

予
防
接
種
に
つ
い
て

問　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
高
齢
者
や
既
往
症

の
あ
る
方
に
は
リ
ス
ク
が

高
い
こ
と
を
周
知
し
、
妊

婦
だ
け
で
な
く
、
公
費
助

成
を
考
え
て
は
。

答
　
感
染
時
に
感
冒
症
状

で
特
徴
が
な
く
診
断
が
困

難
で
あ
り
、
飛
沫
感
染
や

接
触
感
染
に
よ
る
の
で
、

流
行
時
に
マ
ス
ク
の
着
用

や
手
洗
い
な
ど
基
本
的
な

感
染
対
策
に
つ
い
て
の
周

知
が
重
要
で
あ
る
と
考
ま

す
。

問　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

が
定
期
接
種
に
な
っ
た
が
、

助
成
が
個
別
通
知
の
あ
っ

た
年
度
に
限
る
こ
と
や
年

度
内
に
接
種
す
る
条
件
が

浸
透
さ
れ
て
な
い
の
で
は
。

答
　
通
知
文
の
内
容
、
記

載
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

湖
南
市
図
書
館
基
本
計
画

問　

３
月
に
計
画
を
策
定

で
き
る
の
か
。

答
　
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

問　

庁
舎
周
辺
整
備
事
業

に
図
書
館
基
本
計
画
の
内

容
は
反
映
さ
れ
る
の
か
。

答
　
目
的
や
役
割
が
異
な

る
こ
と
か
ら
直
接
反
映
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
魅
力
的
な
都
市
空
間

で
連
携
事
業
を
行
う
こ
と

で
、
市
民
の
交
流
や
文
化

活
動
の
促
進
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
こ
と

か
ら
、
計
画
等
を
策
定
段

階
か
ら
共
有
し
進
め
て
い

き
ま
す
。

問　

内
水
氾
濫
へ
の
備
え

に
つ
い
て

答
　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、

浸
水
被
害
が
発
生
し
た
個

別
地
域
に
お
い
て
、
排
水

路
や
雨
水
幹
線
の
整
備
、

既
存
施
設
の
維
持
管
理
、

流
下
能
力
の
調
査
な
ど
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
令
和
８
年
３
月

策
定
の
※『
雨
水
出
水
想

定
区
域
図
』
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
浸
水
リ
ス
ク
の
高

い
優
先
順
位
を
定
め
、
よ

り
効
果
的
・
重
点
的
な
対

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※『
湖
南
市
雨
水
出
水
想

定
区
域
図
』
で
検
索
で
き

ま
す
。

問　

側
溝
や
水
路
の
日
常

点
検
・
清
掃
は
。

答
　
総
延
長
が
約
3
3
0

㎞
に
及
ぶ
た
め
一
律
に

点
検
・
清
掃
は
困
難
で
す
。

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
日
常

的
な
確
認
に
加
え
、
市
民

の
皆
様
か
ら
の
通
報
や
ご

要
望
に
よ
り
速
や
か
に
現

地
を
確
認
し
、
必
要
に
応

じ
て
清
掃
や
補
修
等
の
対

水害対策について

こなんの未来●奥村　幹郎 議員

応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

盛
土
・
埋
立
地
等
の

安
全
管
理
は
。

答
　
規
模
の
大
き
い
10
か

所
に
つ
い
て
は
、
年
１
～

２
回
擁
壁
の
ズ
レ
や
路
面

の
亀
裂
な
ど
を
点
検
し
、

県
へ
報
告
を
行
っ
て
い
ま

す
。

問　

三
雲
荒
川
下
流
域
農

業
用
水
と
の
共
用
水
路
に

つ
い
て

答
　
三
雲
地
先
か
ら
吉
永

地
先
へ
の『
三
吉
水
路
』
に

つ
い
て
は
、
農
業
用
水
と

雨
水
排
水
機
能
を
兼
ね
て

お
り
、
大
雨
時
の
水
位
上

昇
や
過
去
の
越
水
や
道
路

冠
水
等
を
市
と
し
て
も
重

く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
吉
永
地
先
に
入
る

周
辺
で
開
発
計
画
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
契

機
に
か
ね
て
か
ら
懸
案
で

あ
っ
た
冠
水
対
策
や
既
存

『
三
吉
水
路
』
の
課
題
解
決

を
図
る
よ
う
関
係
者
と
協

議
・
調
整
を
進
め
て
い
ま

す
。
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問　

一
級
河
川
の
現
状
に

つ
い
て

答
　
一
級
河
川
は
県
が
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
土
砂
堆
積
・
草
木
繁

茂
が
顕
著
な
状
況
で
、
治

水
対
策
の
た
め
堆
積
土
砂

浚
渫
、
伐
木
な
ど
計
画
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
更

な
る
事
業
促
進
に
向
け
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問　

県
の
一
級
河
川
整
備

計
画
に
つ
い
て

答
　
野
洲
川
は
治
水
対
策

の
た
め
下
流
部
で
築
堤
護

岸
工
事
中
で
、
落
合
川
は
、

河
川
改
修
概
略
設
計
に
着

手
中
で
す
。

問　

市
の
普
通
河
川
維
持

管
理
に
つ
い
て

答
　
全
国
的
に
豪
雨
災
害

が
頻
発
す
る
中
、「
普
通

河
川
堆
積
土
砂
管
理
計

画
」
に
基
づ
き
、
地
元
要

望
や
緊
急
性
を
判
断
し
て

浚
渫
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

問　

災
害
対
策
基
金
条
例

制
定
の
考
え
は
。

答
　
災
害
発
生
時
に
は
、

財
政
調
整
基
金
で
対
応
可

能
な
為
、
新
た
な
条
例
制

定
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
規
模
災
害
時
に
は
、
国
・

県
の
支
援
制
度
で
財
源
を

確
保
し
て
い
き
ま
す
。

問　

公
有
地
の
活
用
と
管

理
・
処
分
に
つ
い
て
市
有

地
の
苦
情
件
数
は
。

答
　
毎
年
数
件
あ
り
、
草

木
管
理
が
主
な
苦
情
で
、

現
地
確
認
し
速
や
か
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

問　

市
保
有
財
産
の
状
況

は
。

答
　
行
政
財
産
で
目
的
を

終
え
た
も
の
は
、
用
途
廃

止
し
、
普
通
財
産
に
変
更

し
て
売
却
や
貸
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。
道
路
用
地
は

売
却
処
分
も
含
め
総
合
的

に
検
討
し
ま
す
。

防災対策推進・公有地の活用と
� 管理について

こなんの未来●堀田　繁樹 議員

持続可能な消防団組織づくりと
� 河川愛護活動

湖南維新の会●東良　一成 議員

新
規
消
防
団
員
の
確
保
・

勧
誘
に
つ
い
て

問　

幹
部
を
経
験
し
て
も

退
団
で
き
な
い
現
状
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
団
員
の
平
均
年
齢
も

上
昇
傾
向
に
あ
り
、
消
防

団
の
適
切
な
運
営
お
よ
び

地
域
の
防
災
力
維
持
の
観

点
か
ら
、
積
極
的
な
人
員

確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

湖
南
市
内
企
業
へ
の

団
員
募
集
の
ア
ピ
ー
ル
は

行
っ
て
い
る
か
。

答
　
本
市
入
札
参
加
に
か

か
る
指
名
業
者
の
登
録
に

お
い
て
消
防
団
員
の
在
籍

が
加
点
さ
れ
る
こ
と
な
ど

も
あ
り
、
働
き
か
け
に
つ

い
て
さ
ら
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問　

こ
の
ま
ま
で
は
破
綻

し
て
し
ま
う
こ
と
は
目
に

見
え
て
い
る
が
市
の
見
解

は
。

答
　
団
員
減
少
、
高
齢
化

な
ど
様
々
な
課
題
を
克
服

す
る
た
め
、
必
要
な
支
援

の
継
続
と
持
続
可
能
な
新

た
な
制
度
の
調
査
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

河
川
愛
護
活
動
に
つ
い
て

問　

河
川
愛
護
活
動
で
市

民
の
方
に
お
願
い
し
た
い

こ
と
は
。

答
　
河
川
を
愛
護
す
る
意

識
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
、

草
刈
り
や
清
掃
な
ど
が
基

本
に
な
り
ま
す
が
、
危
険

箇
所
や
対
応
困
難
な
作
業

は
、
相
談
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

持
続
可
能
な
河
川
愛

護
活
動
に
す
る
た
め
の
対

応
は
。

答
　
今
後
も
地
域
の
声
を

お
聞
き
し「
草
刈
り
パ
ー

ト
ナ
ー
制
度
」
な
ど
を
活

用
し
つ
つ
、
補
助
制
度
の

見
直
し
や
安
全
対
策
の
強

化
を
図
り
な
が
ら
持
続
可

能
な
仕
組
み
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ

る
防
災
意
識
の
向
上
に

つ
い
て

・�

内
水
氾
濫
浸
水
想
定
区

域
の
水
路
整
備
に
つ
い

て
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水
難
事
故
対
策
に
つ
い
て

問　

他
市
町
と
の
比
較
分

析
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

着
用
推
進
な
ど
の
具
体
的

な
強
化
計
画
は
あ
る
か
。

答
　
チ
ラ
シ
を
回
覧
、
市

民
へ
対
し
て
啓
発
を
し
て

い
ま
す
。
昨
年
度
寄
付
い

た
だ
い
た
子
ど
も
用
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
30
着
を
活

用
、
石
部
小
学
校
お
よ
び

下
田
小
学
校
に
貸
し
出
し
、

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

大
型
粗
大
ご
み
に
つ
い
て

問　

直
近
の
状
況
、
ご
み

出
し
困
難
世
帯
へ
の
支
援

策
、
不
法
投
棄
抑
制
の
た

め
の
啓
発
や
連
携
強
化
に

つ
い
て

答
　
戸
別
収
集
、
持
ち
込

み
件
数
は
減
少
傾
向
。
不

法
投
棄
対
策
と
し
て
週
２

回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

持
ち
込
み
困
難
世
帯
に
つ

い
て
は
本
市
が
一
般
廃
棄

物
の
収
集
運
搬
の
許
可
を

行
い
、
委
託
し
て
い
る
事

業
者
を
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。

農
業
振
興
と
特
産
品
に
つ

い
て

問　
『
こ
こ
ぴ
あ
』に
つ
い

て答
　
各
商
品
の
出
荷
時
期

や
売
れ
筋
の
推
移
を
把
握

し
店
内
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変

更
。
現
在
は
新
鮮
な
野
菜

を
求
め
る
お
客
様
が
多
く
、

午
前
中
が
人
気
で
す
。
情

報
発
信
や
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活

用
し
た
展
開
に
は
課
題
が

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
『
Ｈ
Ａ
Ｔ
』に
つ
い
て

答
　
人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
調

査
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
反
響
を

確
認
し
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
。
今
後
は
湖
南
三
山

や
伝
統
工
芸
、
工
業
団
地

と
い
っ
た
多
様
な
資
源
と

連
携
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
性

の
あ
る
施
策
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。

問　

お
土
産
と
し
て
の
特

産
品
販
売
に
つ
い
て

答
　
調
味
料
や
レ
ト
ル
ト

食
品
、
乾
燥
加
工
品
な
ど
、

長
期
保
存
が
可
能
な
商
品

の
開
発
が
市
内
事
業
者
や

農
業
者
に
よ
り
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
本
市
で
は

滋
賀
Ｄ
Ｃ
を
観
光
誘
客
の

好
機
と
捉
え
、
商
工
会
女

性
部
が
商
品
の
開
発
・
販

売
を
行
っ
て
お
り
、
新
た

な
土
産
品
づ
く
り
に
も
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

水難事故対策・粗大ごみ・
� 農業振興と特産物

会派 Kiku●東森　徹平議員

問　

東
庁
舎
建
替
の
実
施

設
計
ま
で
の
取
組
に
つ
い

て答
　
二
〇
二
〇
年
策
定
の

実
施
設
計
活
用
に
よ
り
支

出
済
み
設
計
費
が
無
駄
に

な
ら
ず
、
工
事
着
工
ま
で

の
期
間
短
縮
、
交
付
税
措

置
あ
る
有
利
な
地
方
債
が

活
用
で
き
ま
す
。

問　

令
和
７
年
３
月
定
例

会
の
新
築
建
て
替
え
の
方

針
表
明
ま
で
に
、
市
長
選

挙
で
市
民
に
建
て
替
え
か
、

耐
震
補
強
か
を
問
う
こ
と

が
で
き
た
と
思
う
が
、
市

長
の
考
え
は
。

答
　
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

は
、
新
築
表
明
に
市
民
の

意
見
を
聞
き
、
総
合
的
に

判
断
し
ま
し
た
。
選
挙
で

市
民
に
問
え
た
の
で
は
と

の
指
摘
で
す
が
、
皆
様
と

対
話
し
十
分
広
聴
で
き
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

改
め
て
住
民
投
票
実

施
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
　
住
民
投
票
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

東庁舎建て替えは
� まず市民に問うべきでは

市民とつなぐネット●寺元　正幸 議員

問　

湖
南
市
に
お
け
る
非

正
規
職
員
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て

答
　
本
市
に
は
、
会
計
年

度
任
用
職
員
は
一
般
事
務
、

保
育
士
、
図
書
館
司
書
等

約
３
０
０
名
、
正
規
職
員

約
４
５
０
名
と
行
政
を

担
っ
て
い
ま
す
。

問　

引
き
こ
も
り
問
題

８
０
５
０
に
つ
い
て

答
　
令
和
６
年
度
か
ら
実

施
。
引
き
こ
も
り
支
援
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
相
談

支
援
、
居
場
所
づ
く
り
、

支
援
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

問　

西
庁
舎
周
辺
施
設
整

備
事
業
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
内
容
に
つ
い
て

答
　
官
民
連
携
で
公
共
施

設
等
の
整
備
の
可
能
性
を

追
求
し
ま
す
。

そ
の
他
、
学
校
外
の
子
ど

も
居
場
所
支
援
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ

る
防
災
意
識
の
向
上
に

つ
い
て

・�

内
水
氾
濫
浸
水
想
定
区

域
の
水
路
整
備
に
つ
い

て
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一般質問

農業施設工事への補助金について

会派 Kiku●松原　栄樹 議員

問　

現
在
の
状
況
は
。

答
　
市
の
補
助
金
と
し
て

「
土
地
改
良
施
設
保
全
事

業
補
助
金
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
農
業
用
水
路
や

農
道
な
ど
の
土
地
改
良
施

設
に
つ
い
て
、
地
域
が
主

体
と
な
っ
て
行
う
改
修
・

改
築
等
を
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、
農
業
生
産
基
盤

の
適
切
な
保
全
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。
対
象
事
業
費
の
上
限

を
１
５
０
万
円
と
し
、
そ

の
４
割
を
補
助
す
る
制
度

で
す
。
補
助
金
の
上
限
額

は
60
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
事
業
規
模
や
施

設
の
種
類
、
受
益
面
積
等

に
応
じ
て
、
国
や
県
の
補

助
制
度
を
活
用
で
き
る
事

業
が
あ
り
ま
す
。

問　

近
年
の
資
材
価
格
や

労
務
費
の
高
騰
は
事
業
・

工
事
費
の
増
大
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
対
象
事

業
費
の
上
限
１
５
０
万
円

は
見
直
し
す
べ
き
と
思
い

ま
す
が
如
何
で
す
か
。

そ
し
て
、
補
助
率
の
４
割

も
。

答
　
物
価
や
労
務
費
の
動

向
、
ま
た
他
市
町
の
状
況

等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
本
市

に
は「
補
助
金
等
の
見
直

し
に
関
す
る
指
針
」
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
趣
旨

に
則
り
調
査
・
研
究
を
進

め
ま
す
。

“
中
学
校
の
部
活
動
の
地

域
移
行
に
つ
い
て
”

問　

昨
年
12
月
、
新
た
に

国
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示

し
ま
し
た
。
令
和
８
年
度

か
ら
令
和
13
年
度
ま
で
の

６
年
間
を「
改
革
設
定
期

間
」と
し
て
い
ま
す
。
進

捗
状
況
は
。

答
　
完
全
に
地
域
展
開
で

き
て
い
る
部
活
動
は
現
在

の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、

剣
道
部
が
休
日
の
活
動
を

湖
南
市
剣
道
地
域
ク
ラ
ブ

と
し
て
先
行
的
な
取
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
軟
式
野
球
に
お

い
て
は
地
域
ク
ラ
ブ
と
し

て
の
体
制
整
備
や
連
携
を

し
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
つ

い
て

問　

湖
南
市
の
循
環
型
社

会
へ
の
取
組
と
他
市
町
の

事
業
を
踏
ま
え
た
湖
南
市

で
の
新
た
な
取
組
は
。

答
　
本
市
で
は
、
ご
み
の

減
量
と
資
源
の
有
効
活
用

を
推
進
し
、
滋
賀
県
の

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
実
証
事
業
に
も
参
画

し
て
い
ま
す
。
新
た
な
取

組
は
民
間
事
業
者
の
活
動

に
配
慮
し
、
市
の『
交
換

銀
行
』
を
含
め
、
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

を
し
て
い
ま
す
。

問　

庁
舎
整
備
に
伴
い
不

要
と
な
る
備
品
に
つ
い
て

答
　
単
に
廃
棄
す
る
の
で

は
な
く
、
費
用
を
抑
え
た

廃
棄
物
の
削
減
と
再
資
源

化
に
努
め
、
他
の
公
共
施

設
で
再
利
用
可
能
な
も
の

は
積
極
的
に
活
用
し
、
効

率
的
か
つ
経
済
的
な
処
分

方
法
を
実
施
し
ま
す
。

防
災
士
に
つ
い
て

問　

防
災
士
連
絡
会
と
地

リサイクルの推進と防災士について

会派 Kiku●田中　雄二郎 議員

域
の
防
災
組
織
の
関
わ
り

に
つ
い
て

答
　
令
和
７
年
度
ま
で
に

湖
南
市
で
３
３
５
人
の
防

災
士
を
育
成
し
ま
し
た
。

防
災
士
連
絡
会
は
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
情
報
共
有
な

ど
を
行
い
、
地
域
防
災
計

画
の
策
定
や
見
直
し
に
お

い
て
知
見
を
活
か
す
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

問　

災
害
か
ら
市
民
を
守

る
上
で
、
地
元
企
業
や
市

内
就
労
者
へ
の
防
災
士
育

成
の
働
き
か
け
や
理
解
も

必
要
な
の
で
は
。

答
　
防
災
士
育
成
事
業
は
、

今
年
度
か
ら
福
祉
避
難
所

の
協
定
先
で
あ
る
社
会
福

祉
法
人
や
湖
南
市
国
際
協

会
へ
の
推
薦
の
依
頼
を
行

い
、
受
講
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
市
内
事
業

所
へ
の
推
薦
依
頼
も
検
討

し
ま
す
。

湖南市議会だより 18

湖
南
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問



一般質問

避難所の生活環境整備と
� 消防団員の負担軽減

自由民主党湖南市議団●曽我部　一帆 議員

問　

各
避
難
所
に
お
け
る
、

停
電
を
想
定
し
た
非
常
用

電
源
の
確
保
状
況
や
稼
働

可
能
時
間
に
つ
い
て

答
　
各
避
難
所
に
お
け
る

空
調
設
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
50
か
所
の
内
47
か
所

の
避
難
所
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
避
難

所
に
は
非
常
用
電
源
の
設

備
は
あ
り
ま
せ
ん
。
持
ち

運
び
可
能
な
発
電
機
を
各

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

等
、
一
部
の
避
難
所
に
は

備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、
稼

働
時
間
は
ガ
ソ
リ
ン
の
備

蓄
数
量
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
数
時
間
か
ら
十
数
時

間
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
小
中
学
校
の
体
育

館
の
空
調
に
つ
い
て
は
、

L
P
ガ
ス
で
稼
働
す
る
た

め
、
燃
料
が
満
タ
ン
の
状

態
で
３
日
間
以
上
は
稼
働

で
き
る
見
込
み
で
す
。

●�

そ
の
他
寝
床
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
確
保
･
避
難
所

運
用
訓
練
･
総
合
体
育

館
の
活
用
等
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

問　

式
典
や
夏
祭
り
警
備

に
お
け
る
負
担
軽
減
に
つ

い
て

答
　
令
和
7
年
度
の
湖
南

市
消
防
団
全
団
訓
練
に
お

い
て
、
閉
会
式
の
進
行
方

法
や
来
賓
等
の
整
理
を
行

い
、
令
和
8
年
湖
南
市
消

防
出
初
式
で
は
、
表
彰
伝

達
方
法
を
見
直
す
な
ど
、

訓
練
や
式
典
等
の
時
間
短

縮
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
夏
祭
り
に
お
い

て
は
、
集
合
時
間
を
遅
ら

せ
る
な
ど
の
配
慮
を
行
い
、

団
員
の
負
担
軽
減
に
向
け

て
段
階
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

ポ
ン
プ
操
法
大
会
参

加
の
見
直
し
に
つ
い
て

答
　
消
防
団
員
の
負
担
軽

減
に
向
け
、
消
防
団
員
の

要
望
や
実
態
の
把
握
に
努

め
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
て
消
防
団
幹
部
に
対

し
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

問　
「
安
価
な
耐
震
補
強

が
最
良
」が
、
市
民
の
声

で
す
。
地
球
を
壊
し
て
き

て
い
ま
す
。
今
生
き
る
私

た
ち
の
責
任
は
、
地
球

に
負
担
を
か
け
な
い
こ
と
、

地
球
を
元
に
戻
す
努
力
が

必
要
で
、
耐
震
補
強
へ
切

り
替
え
を
求
め
ま
す
。

答
　
総
事
業
費
は
、
約

１
６
７
億
円
見
込
ん
で
い

ま
す
。
１
３
３
億
２
千
万

円
の
債
務
負
担
で
す
。

問　

今
後
も
資
材
の
高
騰

を
予
想
、
事
業
費
の
上
限

に
つ
い
て

答
　
い
く
ら
迄
な
ら
庁
舎

整
備
を
進
め
る
と
い
う
答

弁
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　

年
間
の
元
利
償
還
金

は
い
く
ら
か
。

答
　
元
利
償
還
金
７
億
円

弱
く
ら
い
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

問　

中
央
消
防
署
移
転
事

業
損
失
額
は
い
く
ら
か
。

答
　
損
失
額
と
し
て
評
価

で
き
る
段
階
で
は
な
い
状

況
で
す
。

問　

失
政
の
総
括
は
。

答
　
総
務
常
任
委
員
会
に

報
告
す
る
予
定
で
す
。

問　

政
府
の
指
針
値
を
超

え
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
が
、
２
７
０
ng
が
検
出

し
た
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

人
体
に
入
り
、
が
ん
の
発

症
、
子
ど
も
へ
の
影
響
等

の
指
摘
が
あ
り
、
市
の
認

識
は
。

答
　
健
康
被
害
へ
の
懸
念

は
理
解
し
て
い
ま
す
。

問　

製
造
・
輸
入
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が

な
ぜ
河
川
に
流
れ
だ
し
た

の
か
、
茶
釜
川
、
祖
父
川
、

長
谷
川
、
農
業
用
水
、
に

ご
り
池
、
地
下
水
、
土
壌
、

農
産
物
等
、
調
査
と
原
因

究
明
を
求
め
ま
す
。

答
　
市
と
し
て
県
の
調
査

結
果
国
の
知
見
を
踏
ま
え
、

汚
染
範
囲
と
原
因
の
把
握

を
進
め
ま
す
。
本
市
の
水

質
調
査
は
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を

対
象
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

他
市
町
の
事
例
を
参
考
に

し
な
が
ら
調
査
研
究
を
し

て
い
き
ま
す
。

１６７億円の建て替えより
� 耐震補強が最良

市民とつなぐネット●坂田　政富 議員
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令和８年12月議会定例会の
仮日程をお知らせします

開会 11月27日（金） 閉会 12月18日（金）
<仮日程>
11月27日（金）　■本会議　提案説明
12月  4日（金）　■本会議　一般質問
12月  7日（月）　■本会議　一般質問
12月  8日（火）　■本会議　一般質問

12月  9日（水）～11日（金）
　    　    　 　 ●委員会
12月18日（金）　■本会議
    　    　 　 　�委員長報告

採決

会 誌議 日

　ここ最近で、とくに印象深いのが先日開催された 
『中学校生徒会サミット』です。
　市内４中学校の生徒会から集まった中学生たちに、
今回は『居場所』について聞いてみました。議員や事務
局はあくまでもサポート役。主役である彼らが自由に
意見できるよう場を整えましたが、我々おとなの口か
らは出てこない素直な言葉が生まれ、残されていきま
した。皆さんどんな印象を持たれるでしょうか？
　彼らにどんな『居場所』を残せるか、それを考えるの
が、我々おとなの仕事だと思います。皆さんとともに、
まちをつくる気持ちを大切にしたいと思います。
� 広報広聴常任委員会委員　東森徹平

編
集
後
記

 １日―甲賀広域行政組合議会臨時会

 ３日―広報広聴常任委員会

 ８日―総務常任委員会行政視察

 ９日―総務常任委員会行政視察

16日―議会運営委員会

30日―広報広聴常任委員会

 ６日―広報広聴常任委員会

    　　中学校生徒会サミット

21日―議員全員協議会

25日―議会運営委員会

27日―本会議［定例会（１日目）］

    　　議員全員協議会

    　　広報広聴常任委員会

 ３日―本会議［定例会（２日目）］

 ４日―本会議［定例会（３日目）］

    　　議会運営委員会

    　　議員全員協議会

 ７日―本会議［定例会（４日目）］

 ８日―予算常任委員会

 ９日―総務常任委員会

    　　福祉教育常任委員会

    　　産業経済常任委員会

10日―決算常任委員会

11日―決算常任委員会

14日―決算常任委員会

    　　総務常任委員会

18日―広報広聴常任委員会

25日―本会議［定例会（５日目）］

    　　議会運営委員会

    　　議員全員協議会

28日―広報広聴常任委員会

29日―甲賀広域行政組合議会定例会

【７月】

【８月】

【９月】

奥村幹郎委員長　永田誠治副委員長　中土翔太委員
副田悦子委員　川波忠臣委員　曽我部一帆委員

〈広報広聴常任委員会〉

◇傍聴席では…
　議場は、市政全般にわたる重要な事項を決定する場です。
係員（議会事務局職員）の指示に従って、静粛に傍聴するこ
とになっています。
◇傍聴の申し込みは…
　会議が開かれる当日に来ていただき、「議会傍聴受付書」
に住所・氏名を記入してください。座席数に限りがありま
すので、団体での傍聴は事前に議事課へご連絡ください。
※�事情により日程が変更になることがあります。詳しくは、

11月下旬ごろに議事課☎0748-71-2347へお問い合わ
せください。
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